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建設建設CALS/ECCALS/ECとはとは

管理

工事 設計

計画

調査

オープンな通信ネットワーク
(インターネット等)

仮想共有ＤＢ

発注者・施設管理者
 （公的機関）

   
　各出先機関

   
　国等の機関

   
　地方自治体

　海外企業

　国民

　他産業

建設業、建設関連業

設計ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
建築設計事務所

　建設会社作業所
　工事現場

　建設会社
　（本支店）

専門工事業者
資材供給業者

個別ＤＢ

各種情報ｼｽﾃﾑ

公共事業支援統合情報システム（建設CALS/EC）とは、既存のもの

も含んだ数多くの情報システムから構成され、それらがネットワー

ク上で連携できる環境の総称である。



建設建設CALS/ECCALS/EC導入の効果導入の効果

発注者： 調査・設計から工事・管理に至るまで公共施設のライ
フサイクルに亘る情報の活用等

品質向上、コスト縮減、
事業執行の迅速化、効率化

受注者： 発注者や関連企業との間で、より正確で迅速な情報交
換、経済的な資材調達等

企業としての競争力強化



排水機場

調圧水槽

樋管

デジタル写真による
工事写真の管理
（施工維持）

施工管理情報の
効率的な管理
（施工維持）

第一立坑

地下河川
打合せ簿等提出書類の電子標準化

（図面文書）

押印省略による業務手続き簡略化の試行

測量会社
設計会社

施工会社
現場事務所工事事務所

事業に関する情報の共有（統合DB）

STEPによる建設事業のモデリング（STEP）

地方建設局

本省

受発注者間での効率的な情報共有
（図面文書・施工維持） 調査結果の電子化（調査設計WG）

建設省関東地方建設局江戸川工事事務所パンフレットから作成

CAD標準に基づく設計図・仮設図・竣工図の作成
（図面文書・調査設計）

建設建設CALSCALSの導入イメージの導入イメージ



建設建設CALS/ECCALS/ECの取り組み体制の取り組み体制

システム

（財）建設業振興基金

公共事業におけるCALS/EC推進連絡協議会（1996年11月～）
　建設、運輸、農林水産、通商産業、厚生、文部、郵政、防衛施設

土木研究所・建築研究所建設本省
　公共事業支援統合情報システム研究会

普　及

要素技術

総合技術開発ﾌ ﾛ゚ｼ ｪ゙ｸﾄ（CALS総プロ）

（財）日本建設情報総合ｾﾝﾀｰ　建設CALS/ECｾﾝﾀｰ

地方建設局：実証フィールド実験

各種要素技術の適用性検討基本コンセプト

システム整備基本構想
（1996年５月）

ＣＡＬＳ
動向調査

イメージシナリオ

デモシステム構築建設ＣＡＬＳ／ＥＣ
アクションプログラム
（1997年６月）

電子調達制度の検討

官民連帯共同研究
　1.図面・文書の標準化
　2.調査-設計-積算段階の情報連携・活用
　3.施工-維持管理段階の情報連携・活用
　4.統合DBの構築
　5.土木STEPの基礎的研究

建設省



建設建設CALS/ECCALS/ECアクションプログラムアクションプログラム(1)(1)
フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３

1996～ 1998 年 1999～2001 年 2002～ 2004 年

整備目標 建設省全機関において電子デー

タの受発信体制の構築

一定規模の工事等に電子調達シ

ステムを導入

建設省直轄事業の調査・計画、

設計、施工、管理に至るすべて

のプロセスにおいて電子データ

の交換、共有、連携を実現

実現内容 ・ 事業に関連する情報の伝達・交

換を電子メール化

・ 電子媒体又は電子メールによ

る申請・届出

・ 調達関連情報のホームページ

掲載

・ 調達情報に関するクリアリン

グハウスの構築

・ 電子調達システムの導入

・ 事業に関する情報の伝達・交換

の電子メール化（認証あり）

・ 電子媒体又は電子メールによ

る申請・届出（認証あり）

・ 資格審査申請のオンライン化

・ ネットワーク型自動積算シス

テムの導入

・ 電子データ成果の再利用・加

工・統合によるデータの有効利

用

・ 全ての事業に電子調達を活用

・ EDI による契約事務の執行

・ 全ての公共事業執行に係る申

請・届出のオンライン化

・ 事業に関する情報の統合デー

タベース化

・ GIS を利用した情報の連携・統

合

・ STEP の活用による施設のライ

フサイクルレポート

実 現 の た

め に 不 可

欠 な 措

置・技術

・ インターネットの利用環境の

整備

・ 実証フィールド実験の推進

・ 電子調達に必要な技術の開発

・ 電子データ標準化に関する研

究

・ 国際標準等に基づく電子デー

タの基準化

・ 電子認証システムの導入

・ 電子データによる成果納品の

実施

・ 既存情報システムとの連携

・ STEP の一部国際標準化

・ 電子データによる契約事務の

標準化

情報インフラの整備（光ファイバー網等、空間データ基盤）



積算用資材コードの
標準化・統一化

積算システムの改造

資材単価の
オンライン公表

共通仕様書の
改訂

業務成果物等
保管用サーバの検討

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

共通

設計積算 CADデータから
の自動積算の
実現

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３
1996～1997

CADデータからの自動数量
拾い出しシステムの整備

数量計算書の
積算システムへの
自動読込みの実施

業務成果物等の
電子納品の実施

GISをベースとした統合データ環境の逐次整備

業務成果物等保管用サー
バの全工事事務所等整備

数量計算書の
標準様式の策定

業務成果物等の電子化
（提出・保管、再利用）
に関する実証実験

業務成果物の電子納品に関する標準化

デジタル工事写真に関する情報の標準化

打合せ簿等、提出書類の電子標準化

CAD図面関係の標準化

測量・地質調査業務成果物の電子標準化

建設建設CALS/ECCALS/ECアクションプログラムアクションプログラム(2)(2)

凡例　　　：共同研究で開発する項目
　　　　　：他部門で開発する項目
建設省公共事業支援統合情報システム
研究会資料を基に作成



建設建設CALS/ECCALS/ECアクションプログラムアクションプログラム(3)(3)

開発したシステムの
全国展開

維持

工程管理情報等のＰＭに関する
情報の標準化

施工期間における受発注者の
情報交換・共有実験の全国展開

施工期間における受発注者の
情報交換・共有方法の標準化

共通仕様書等の改訂

関係情報の電子的
交換・共有による統
合的な施工管理（Ｐ
Ｍ）の実現

施工

システムの実証フィールド実験の実施

携帯端末等の利用による道路点検データの
現場入力・管理システムの開発

業務成果物の電子納品に関する標準化

デジタル工事写真に関する情報の標準化

打合せ簿等、提出書類の電子標準化

CAD図面関係の標準化

測量・地質調査業務成果物の電子標準化

施工期間における受発注者の情報交換・共有に関する実証フィールド実験[江戸川工事事務所]

システム化を行うための
現場点検作業の分析と作業内容の見直し

管理するデータ項目の抽出

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３
1996～1997

共通



実証フィールド実験実証フィールド実験

• 目的
– 現場業務に実際に適用
– 導入の効果や課題を把握
– 啓蒙、普及

• 実験内容
– インターネットＨＰによる公募情報の提供
– 電子メールによる参加表明書の受付、技術提案書の様式配布・
提出受付、特定通知等

– 電子データによる成果納品の実施
– 施工情報の共有　等

１９９６年 １９９７年 １９９８年

３５の工事事
務所

１１９の工
事事務所

全て（２５３）
の工事事務
所



CALSCALS総プロの研究項目総プロの研究項目

③　建設分野の情報統合化技術

④　建設事業における情報の高度化

①　公共事業への図面・文書標準の適用

②　隣接段階情報の連携・活用方策

図面

文書

施工 維持管理

IC Card

調査 設計 積算

GIS
DM 標準設計 自動

積算



CALSCALS共同研究の実施体制共同研究の実施体制

建設事業の情報高度化に
関する外部委員会

（委員長：寺井達夫　千葉工業大学助教授）

図面標準に関する外部委員会
（委員長：田中成典　関西大学助教授）

図面・文書の標準化WG（図面文書WG）

調査-設計-積算段階の情報活用方策WG（調査設計WG）

施工-維持管理段階の情報活用方策WG（施工維持WG）

統合情報DBによる情報共有化WG（統合DBWG）

土木事業の情報高度化WG（STEPWG）

全体調整



公共事業における情報管理の方向性公共事業における情報管理の方向性

現在 ファイル単位の管理 データ単位の管理

データ項目毎の管理
ex.設計数量情報
　　施工管理データ
　　セグメントデータ

統合DB

交通量データ標識管理情報

数量地盤情報

国道○○号

用地情報

○○設計

・測量データ
・構造物諸元データ

○○工事

・写真データ

・構造物諸元データ

点検

積算

紙
に
よ
る
情
報
の
作
成
・
管
理
・
検
索

データ単位で
共有・納入

○○工事

・写真 (file)
・図面(file)
・帳票(file)

○○設計

・測量 (file)
・図面(file)
・帳票(file)

現状の紙によるデータの作成・交換・管理方式を踏襲して
情報を電子化する。ワープロやＣＡＤ等で作成した文書・
図面データをファイル単位で交換・管理する。

各種アプリケーションで作成したデータを、そのデータ
単位毎に交換・管理する。一度入力したデータの活用に
よりデータの再作成がなくなるほか、データの更新や検
索が容易になり、データベース間の連携がとりやすい。

データ単位の
検索・更新

文書管理DB

ファイル単位の
検索・更新国道○○号□□事業

工事 ○○設計業務

地質調査業務

ファイル単位で
共有・納入



図面情報の電子標準化の流れ図面情報の電子標準化の流れ

CAD製図基準（案）
の対象範囲

様式の標準化

情報の電子化

情報活用のための
標準化

情報の標準化

紙

電
子
情
報

土木製図（通則）
土木製図基準
共通仕様書　など

CAD
ワープロ　など

管理情報
レイヤー標準

モデリング（STEP）

文書構造標準化（SGML）
ネットワーク
データベース

媒
体 段　　階 実現のための道具・手段



CADCAD製図基準（案）の基本方針製図基準（案）の基本方針

•• 土木製図基準及び各地方建設局の図面様式の整合をとる。土木製図基準及び各地方建設局の図面様式の整合をとる。

•• CADCADデータを効率的に保管・利用するための運用面の規定データを効率的に保管・利用するための運用面の規定

を定める。を定める。

•• 公共事業の発注者及び受注者を対象とする公共事業の発注者及び受注者を対象とする

•• 当面は実証フィールド実験を対象。当面は実証フィールド実験を対象。CADCAD中間フォーマットの中間フォーマットの

本格運用後は直轄事業の全てに適用。本格運用後は直轄事業の全てに適用。

•• 特定フォーマットに依存する規定は設けない。特定フォーマットに依存する規定は設けない。



CADCAD製図基準（案）製図基準（案）

図面情報の作成・修正・検索の効率化

レイヤ構造標準

・路線名
・業務名
・図面名
・改訂履歴
　等

管理情報標準

様式標準

データ形式標準

D -  P I E R   -  DIM

ライフサイクル：英１文字（D,C,M）

オブジェクト：英４文字が基本

作図要素：英４文字以内
   (DIM,TXT等)

CAD製図基準

•共通編
•道路詳細設計編
•橋梁詳細設計編



CADCAD製図基準（案）の目次構成製図基準（案）の目次構成
１．総則
　1.1適用範囲
　1.2図面の大きさ、様式、レイアウト
　　1.2.1図面の大きさ
　　1.2.2図面の正位
　　1.2.3輪郭と余白
　　1.2.4図面の折り方
　　1.2.5表題欄
　1.3尺度
　1.4線種と線の太さ
　1.5文字
　1.6図形の表し方
　1.7寸法の記入方法
　1.8使用CADとデータ交換フォーマット
　1.9ファイル名
　1.10レイヤ名
　1.11成果品
　1.12保管方法

２.道路設計
　2.1道路詳細設計
　2.2橋梁詳細設計
附属資料
　ファイル名一覧
　レイヤ名一覧
　標準図面集

主に図面の表現に関する規定

主にCADに関する規定



様式の標準化（表題欄の例）様式の標準化（表題欄の例）

工　　事　　名

図　　面　　名

縮　　　　　尺

設 計 年 月 日

建 設 省 ○ ○ ○ ○ 工 事 事 務 所

○　○　○　○　　　　　　　　　　　工　事

○　○　○　○　面

1　/○○○　　　　図面番号　　　　　○　の　○

平成　　年　　　月　　　日

所 

長

副
所
長

課 

長

係 

長

設 

計

工　　事　　名

図　　面　　名

設 計 年 月

○○地方建設局　　　　　　 事 務 所

工　事

[その　]

平成　　年　　月 図面番号

工　　事　　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺

 事 務 所 名

平成○○年度
○○号○○改良舗装工事

○○県○○郡○○町○○
又は

○○市○○区○○町○○

図面番号

○○工事事務所

地方建設局によって異なる

標準化

10

工事名

図面名

尺度

年月日

会社名

事務所名

図面番号 葉之内

20 30 20 30
100

10
10

10
10

10

60

（単位：mm）

現在

CAD製図基準（案）



ファイル名、レイヤ名標準ファイル名、レイヤ名標準

○○○○○○○○．拡張子

　　　　英数字１文字：改訂履歴（0～9、a～y、成果図面はz）
　　　数字３文字：図面番号（001～999）
　　英２文字：図面種類（ex.平面図：PL）
　数字１文字：ライフサイクルの詳細を表す整理番号（0～9）
英１文字：ライフサイクル（D-調査設計、C-施工、M-維持）

　　英４文字以下：作図要素（ex.旗上げ：HTXT）
　英４文字：図面のオブジェクト（ex.道路中心線：ALGN）
英１文字：ライフサイクル（D-調査設計、C-施工、M-維持）

□－□～□－□～□

ファイル名

レイヤ名



レイヤ名標準案レイヤ名標準案ー道路詳細設計平面図－ー道路詳細設計平面図－

レイヤ名 線色 線種 レイヤに含まれる内容

D 白 一点鎖線 道路中心線（線種は実線でも可）
Ｃ -HTXT 白 　－　〃　－　の旗上げ
M 赤 橋梁

-HTXT 白 －〃－の旗上げ
-CRST -HTXT 白 主な横断構造物の旗上げ

白 連絡等施設
-HTXT 白 　－　〃　－　の旗上げ

水色 用排水構造物
-HTXT 白 　－　〃　－　の旗上げ

-EXST 白 現況地物情報
-FILL 緑 盛土法面
-CU T 橙 実線 切土法面

灰 側道
-HTXT 白 －〃－の旗上げ
-HICN 緑 等高線の計曲線
-LW C N 緑 等高線の主曲線

-O FST 白 道路幅員
赤 擁壁

-HTXT 白 －〃－の旗上げ
-W EED 白 伐開除根
-H IRA 緑 平場
-O THR -FRAM 白 図枠、タイトル（文字を含む）
-RO W 黄 用地境界
-RSTR ラスター化された地図
-SFTY -HTXT 白 交通安全施設の旗上げ

-SRVR 緑 測量ポイント

-ALGN

-B R D G

-D R N G

-FRRD

-GEO

-ICSP

-W A LL



管理情報の標準化管理情報の標準化

管理情報 図面ファイル
管理情報標準

レイヤ構造標準

・橋梁
・主な横断構造物
・現況地物情報
・計画高
　等

・発注年度
・河川・路線名
・業務名称
・工期　
　等

・図面名
・ファイル名
・作成ソフト名
・測点番号　
　等

図面情報

業務等情報



今後の課題今後の課題

舗　　装

トンネル

橋梁下部

道路改良

公　　園

海　　岸

河　　川

ダ　　ム

•実事業への適用性検討
•対象領域の拡大・特定

砂　　防

道　　路

 下 水 道 

建
設
省
所
管
全
土
木
事
業

道路新設・改築

共同溝・キャブ

道路維持修繕・雪寒

…


